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１．はじめに 

従来の地すべり観測では，地すべりの初期の兆候によっ

て生じた亀裂をまたいで設置した変位計センサによって，

両端の土地の動きを観測するものが一般的である．しかし

ながら，このような観測方法では亀裂周辺の狭い範囲での

観測に限定されるほか，亀裂同士が一緒に滑っていく，土

地全体が動いてしまうような地すべりを観測することがで

きないことがわかってきた[1]． 

本稿では，200m 四方ほどの広い範囲の土地の地すべりを，

低価格 GNSS 受信機を用いた GNSS 搬送波位相測位によって

観測する手法を提案し，その初期検証結果を報告する． 

２．提案手法 

従来の地すべり観測では，数 m 程度の範囲の土地を，変

位計センサや加速度センサ，伸縮計センサなどを用いて観

測する手法が一般的であった[2]．この地盤伸縮計による管

理基準では 1 時間に 1mmの精度が要求されている．  

近年の GNSS 搬送波位相測位を用いた地すべり観測にお

いては，基準局からの補正情報をもとに観測点の絶対位置

を観測するという手法が主であったが，このような手法 で

は基準局からの距離に起因する基線長誤差によって，従来

の地盤伸縮計を代替するような精度での観測は難しい． 

本提案手法では，地すべり観測点は，30 分～1 時間とい

った短時間では移動しない固定点であるとみなすことがで

きると仮定し，GNSS 搬送波位相測位での Static（静止）測

位での観測を行う．さらに，数十～数百メートル四方単位

と想定されるブロック毎の地すべりの予兆を検出するため

には，それぞれの観測点の地球上の絶対的な位置の変位で

はなく，異なるブロック間の観測点の相対的な変位が分か

ればよい．これにより，GNSS 精密測位での補正時の誤差

要因である基準局からの基線長誤差を最小限にすることが

できて精度の向上が見込めると考えた．これにより，従来

の地盤伸縮計では計測が困難であった，地盤ごと動く地す

べりの検知が可能となると考える． 

３．精度評価 

静岡県浜松市が主催する実証実験公募『Hamamatsu ORI 

Project』に採択され提案手法の実証実験を市の協力の下で

行った．2020 年 7 月集中豪雨の際に地すべり被害が発生し

た, 同市天竜区大滝地区の各所にGNSS観測用センサを設置

し，2020 年11 月から翌年3月にかけてデータを収集した．  

精度評価実験には， 2021 年 1 月 27 日 12 時から 18 時ま

での約 180m 離れた 2 観測局の観測データを使用した．測

位演算ソフトウェアとして RTKLIB を用いて 1 時間（3600

エポック）毎の Static 測位結果を以下の図 1 に示す．観測

環境を表 1 に示す．短時間であるため位置が動いてないこ

とを確認する検証であったが，概ね3mmの範囲で収束して

いることが確認できた．それ以上の動きがあれば検出でき

ると考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

簡易 GNSS 観測局を用いたモニタリングで，地すべりブ

ロック間の変位を数 mm 精度で観測できる可能性を示した．

今後は，GNSS のみで地すべりブロックのモニタリングを

するために適切なパラメータの検討や，測位に使用する衛

星の組合わせを時間帯ごとにそろえることで観測精度を向

上させられることなどを確認する． 
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図 1 1 時間毎の観測点の測位結果のプロット 

表 1 観測環境 
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